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京
で

長

岡
宮
跡

所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
向
日
市
寺
戸
町
岸
ノ
下

調
査
期
間
　
　
長
岡
宮
第
三
〇

一
次
調
査
　
一
九
九
二
年

（平
７
）
二
月

―
七
月

発
掘
機
関
　
　
働
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
松
田
留
美

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
人
四
―
七
九
四
年
）

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
九
五
年
度
に
、
長
岡
宮
及
び
長
岡
京
跡
で
新
た
に
木
簡
の
出
上
し
た
調

査
は
三
件
あ
る
。
宮

一
件
、
左

京
二
件
で
、
発
掘
調
査
は
二
機

関
に
わ
た
る
。
本
稿
は
、
宮

一

作
の
報
告
で
あ
る
。

調
査
地
は
標
高
約

一
六

・
五

部

　

の
氾
濫
原
に
位
置
し
、
長
岡

肺

宮
北
辺
官
行
南
部
に
相
当
す
る
。

瑯

周
辺
の
調
査
で
は
、
東
南
の
官

て

衝
区
画
か
ら

「
人
條
四
甕
納
米

三
斜
九
半
」
と
記
さ
れ
た
、
米
の
大
甕

（酒
の
醸
造
用
か
）
を
並
べ
た
倉
の
存

在
を
示
す
木
簡
が
出
土
し
、
本
調
査
地
の
南
を
限
る
宮
内

一
条
条
間
北
小
路
路

面
か
ら
は
中
男
作
物
胡
麻
油
の
荷
札
が
出
土
し
て
い
る

（向
臣
市
教
育
委
員
会

『長
岡
京
木
簡
一
』
『同
二
し
。

今
回
検
出
し
た
長
岡
京
期
の
主
な
遺
構
は
、
宮
内
東

一
坊
坊
間
西
小
路
東
側

溝
と
、
前

・
後
の
時
期
差
を
も
つ
掘
立
柱
建
物
三
棟
で
あ
る
。
宮
内
東

一
坊
坊

間
西
小
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
三
〇

一
二

一
は
、
幅
約

一
ｍ
深
さ
○

・
三
１
０

・
三
ｍ

を
測
る
。
堆
積
土
は
三
層
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
二
層
は
木
片
及
び
土
器
を
多
く

含
ん
で
お
り
、
下
部
に
樹
度
が
層
状
に
堆
積
し
て
溝
が
よ
ど
ん
だ
状
態
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

木
簡
は
溝
Ｓ
Ｄ
三
〇

一
二

一
南
部
第
二
層
か
ら
、
削
届
四
点
が
出
土
し
た
。

同
溝
に
は
多
量
の
土
師
器
、
須
恵
器
の
他
に
、
漆
紙
文
書

（「□
／
×
哉
対
日
乍

言
×
」
な
ど
一
一点
）、
墨
書
土
器

令
米
」
一一一点
名
田
」
一
百
∵
記
号
な
ど
一
四
占
０
、

線
刻
土
器
、
円
面
硯
、
風
字
硯
、
瓦
、
下
駄
な
ど
が
共
伴
し
て
い
る
。

な
お
、
本
調
査
地
北
側
で
同

一
官
衛
区
画
の
調
査

（宮
第
一
三
二
次
。
第
一
一六

三
次
）
を
行
な
っ
た
際
に
も
、
今
回
と
同
様
に
前

。
後
の
時
期
差
を
も
つ
小
規

模
な
掘
立
柱
建
物
群
、
総
柱
建
物
を
検
出
し
て
い
る
。
他
に
胞
衣
埋
納
遺
構
を

検
出
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
墨
書
土
器

令
政
所
」
「米
」
な
ど
）、
漆
塗
り
の

冠
帽
、
二
彩
小
壺
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
三
回
の
調
査
で
、
こ
の
官
衡
区
画

の
約
六
分
の

一
（南
西
部
）
を
発
掘
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
今
回
漆
の
パ
レ
ッ

ト
や
再
び

「米
」
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
た
成
果
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
こ
の



官
衛
区
画
は
、
周
辺
に
予
想
さ
れ
る
倉
庫

・
収
納
施
設
群
と
は
や
や
異
な
る
何

ら
か
の
作
業
場
と
宿
舎
的
機
能
を
兼
ね
た

一
角
か
と
想
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪

　

□
□
□

②

　

□

①

　

□

ω

　

□

四
点
は
い
ず
れ
も
柾
目
の
削
暦
で
、
文
字
は
判
読
で
心
な
か
っ
た
。
同
質
材

で
〔
小
片
の
た
め
墨
痕
が
認
め
ら
れ
な
い
削
暦
が
他
に
九
点
出
土
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

向
日
市
教
育
委
員
会

・
側
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『向
日
市
埋
蔵
文

化
財
調
査
報
告
書
』
四
三

（
一
九
九
六
年
）

（松
田
留
美

・
清
水
み
き
）

長
岡
京
左
京
第
三
七
三
次
調
査

（二
条
二
坊
八
町
）
出
上
の
漆
紙
文
書

八
町
の
宅
地
は
、
金
属
生
産
に
関
わ
る
宮
外
官
衛
工
房
の

一
つ
と
さ
れ

て
い
る
。
漆
紙
文
書
は
、
径
二
五
釦
の
曲
物
容
器
の

〃
ふ
た
紙
″
に
復
原

で
き
、
三
行
計
二
三
文
字
が
残
存
す
る
。
第

一
行
と
第
三
行
は
右
下
に
注

が
あ
る
。
行
間
は
約
二

・
三
∽
、　
一
文
字
の
大
き
さ
は
約

一
・
二
伽
、
注

の
文
字
の
大
き
さ
は
○

・
七
～

一
・
〇
蝕
を
測
る
。
墨
界
は
な
い
。

×
工舎
技
郡
戸
主
上
継
之
家
作
立
在
也

□
大
田
六
段
　
〔役
Ｌ

×
段
□
回
一
段

内
容
か
ら
、
中
央
官
司
が
管
理
す
る
田
地

（官
田

。
勅
旨
田
な
ど
）
の

検
田
関
係
の
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
内
容
の
詳
細
は
報
告
書
に
譲
る
が
、

釈
読
不
明
の
三
文
字
が
刊
行
後
に
判
明
し
、
第

一
行
の
注
の
下
部
は

「家

作
立
在
也
」
と
な
っ
て
、
日
の

一
角
に
家
屋
が
所
在
し
た
こ
と
を
示
し
た
。

（働
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
向
日
市
教
育
委
員
会

『向
日
市
埋
蔵
文
化

財
調
査
報
告
書
』
四
三
　
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（清
水
み
き
）
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